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松 嶋範 男1)、三 上智 子2)、道信 良 子1)、山 田惠 子1)　
1)札幌医 科 大学 医療 人 育成 セ ンター
　2)札幌市 立 大学看 護 学 部
　本報告は、科学論文を読む場合の注意点について述べたものである。注意点は、1)批 判的に論文を
読むこと、2)議 論の構造を解剖すること、3)論 文のカギになるものを見つけること、4)論 文を書
く立場でも読んでみること、の4点 である。科学英語論文を読む場合には、論文の内容の真実性の程度
を判断するために、さらに動詞や助動詞の用語および使われ方に関心を払 うことが求められる。
〈 キーワー ド〉　 科学論 文、推論 と推 理、動詞
A note for the research method of health sciences(3)
     -How to read scientific papers‐
Norio MATSUSHIMA1),Tomoko MIKAMI2),Ryoko MICHINOBU1),Keiko YAMADA1)
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In this paper we describe instructive points hatw should payattention in order tounderstand correctly s ientific
papers. They are the following four points;(1)Critical read ng including good judgment of xperimental data,(2)
Logical an ysis on thebasis of induction and reduction,(3)What is acruci l, essential po nt the paper, and(4)A
paper-reading from a standpoint that wewrite a paper. When we read understand cientific paper w itten in
English, we ould payattention how to use verb and sub-verb in thepapers.
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研究法 ノー ト－そ の3－ では、科学論文 を如何 に読 むか、
また、科学英語論文を読む時の注意点などについて述べ る。
　筆者 の1人 、松嶋が科学論文 を本格的 に読 んだ経験 は、
次 のラセ ン構造 をとる高分子のX線 回折理論 の論文か ら始
まっている。
 Cochran W, Crick FHC, Vand V.:The Structure of
 Synthetic Polypeptide. L
The Transform f Atoms on a Helix. Acta Cryst(1952)
 5:581-586.
CrickがWatsonと共同で、この回折理論 と分子 モデルの構
築か ら核酸の二重 ラセ ンを提案 したことは有名である。 ま
た、 この回折理論 をPaulingは合成ポ リペ プチ ドのX線 回折
の実験結果に適用 し、彼が提案 した蛋白質の α－ヘ リック
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ス構造 の存在 を実証 している。 さらに、Crickはラセ ン構1
造が さらにコイル状 になった コイル ドコイルの回折理論を
展開 し、髪の α一ケラチ ンの回折パ ター ンの説明 に成功 し
ている。 これ ら一連の研究 は、 ラセ ン構造研究の発展 とし
ての必然性 を感 じる。 しか しなが ら、6年 後に発表 された





　 その理 由は、 コイル ドコイルの回折理論が理論的 な発展
として完成であ り、到底 これ以上研究すべ き課題 はない と
思われたか らである。 しか しなが ら、Klugはこの論文で、
全 く見方 を変えて、「三次元 ラセ ン構造 の二次元 の平 面 上
への表 し方が研究課題 と してあ る」 ことを提示 し、Radial
Projec廿onとHelical　Projectionの方法 を提案 した。その後、
Klugは光回折法 を開発 し、遺伝子のクロマチ ン構造の解析
に適用 しノーベル賞 を受賞 している。松嶋は光 回折法開発
の発端 は1958年に発表 されたKlugの論文が土台 となってい
ると推察 している。最初、Klugの論文の意義をよ く理解す
ることがで きなかった。最近になってその偉大 さが見えて
きた というのが正直 なところである。Klug論文 は論文 を読
解する ことの意味 とその奥深 さを痛感 させ るものであ り、
この ときか ら論文を読 む修業が始 まった といえる。本報告
では、著者等の経験 を踏 まえて、"科学論文 を読 む"と い
うタイ トルで科学英語論文 を読 む時の注意点 などについて
述べ る。






















































































































































　論文の読み方3つ 目のポイ ン トは"論 文が論文 として成
立す るカギになるものは何 か"を 見極 めることである。論
文の何が新 しいのか、新 しい点 はどこなのか?　 過去の研
究結果 とどこが異 なるのか。新 しい方法 を用いて問題 を議
論 しているのか。逆 に、 これまでの方法 を使 っているが、
研究結果が新 しいのか。新 しい問題 を提起 している論文な
のか?こ れまで言われていることが"be　considered"また




ら"direct"にな ったのか。実験 誤差 か らみ て、実験数値
が 信頼 で きる もの か ど うか。 その論 文 が、 論 文 と して
"accept"されているキーポ イン ト、 これがないと論文掲載




④ 論文を書 く立場で読 む
　読み方の4番 目のポイ ントは、論文 を書 く立場で論文を
読 んでみることであ る。科学論文は通常、Title、　Author(s),
Abstract,　Introduction,　Methods(and　Materials),　Results,
Discussion、　C clusionといった流れで記述 される。論文 と
してまとめる場合、研究成果 をどのような論理 的な流れで
展 開す るか考える必要が生 じる。それぞれの項 目やパ ラグ
ラフで、具体 的にどの ような内容を どのような流れで記載
す るか を決めなければな らない。 また、 どの ような図や表
を用いて結果を表せば よいか考える必要 もある。 その形式
は千差万別であるが、すべ て著者が主張 したい観点お よび
研 究結果 に依存 している。論文 としてま とめる観点 か ら、
他 の研究者 の論文を眺めることは意外 と役立つ。
　 ご く最近 「本 を読 む本」 とい う書物に出会った16}。論文
に限 らず、話題 を広げて本の読書法一般 について述べ たも
のであるが論文 を読む際にも参考になる。
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2-3　 科学英語論文 を読 む
　最近の科学英語論文 は、いわゆる文語体か ら口語体へ変
わった ような印象を受 けるが、如何 であ ろうか。"which"
や"that"などの関係代名詞は少な くな り、文章の長 さが
短 くなってい ると感 じる。一番強調 したい点 は、動詞お よ
び助動詞の使い方に敏感であ ることである。 これが どの よ
うに使 われてい るかが、論文の内容の真実性 の程度 を判断
する大 きなポイ ン トと考 える。
　三上 と松 嶋 は、最近2つ の論文の輪講 を行 った22,23)。こ
れ らの論文 は、 自然免疫系 におけ るシグナル伝達 に関与す
るToll-like　rec ptor(Tol様受容体)のX線 結晶構造解析に
よる立体構造 の結果 を報告 した ものである。両方 とも5ペ







われている。その結果、この文章 は"も しひ ょっとす ると"
い うニュアンスになるので、その内容 は全 く重 く受け止 め








性の一つ として判断すべ ことが らである。概要に"would"
や"suggest"が使 われ る例 は少 ないが、　Belらの論文 を意
識 して もっと踏込んだ議論 をしたか ったため と思 われる。
　 ま た、 この 文 章 で は"provide"が使 わ れ て い る。
"
provide"を制する ものは科学技術 英語 を制す るほど、 こ
れは使用頻度の高い動詞 である24)。両論文 とも5回 使用 し
ている。「提供する」であるが、「準備 しうる、可能 にする、
結 果にな る」 な ど内容 に応 じて訳す と よい。"contain",
"include","involve"もよ く使 われ、両論文において も使
用 されている。 これ らは互いに似 た意味になるが、その使
い方 は明 らか に異なる。Choeの論文で は"be　responsible




ので、 もし研究結果に"may"を 使った文章があれば新 し
い ことは何 もいってない と判 断すべ きと考える。 この段階
で 恐 ら く論 文 の 掲 載 は"reject"され て い る。 また 、
"
appear"の文章 は、 もっ と可能性が低 くなるので、概要





いが、論文の著者等の過去の研 究結 果は過去形が使 われ、
他の研究者の研究結果は現在完了形が使 われ る。 したが っ
て、時制の違 いで誰が なした研究か判定で きる。
　 これ らの ことは、科学英語論文 を読むときの注意事項の
ごく一部である。佐藤佑子著 「技術英文の読み方 ・約 し方」
を推奨 したいL41。そこでは科学英語論文や技術英文 に頻出
し、直訳 しに くい単語が説明 されている。 また、英語独特
の表現 や英 文構造 の把握 な どにつ いて も解説 されている。
一読 を薦 める。科学英語論文 を正 しく読み理解す るには、
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